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取締役の玉置です。

本日はお忙しい中､弊社オンライン説明会にご出席いただき、ありがとうございます｡

本日15：00 に発表した､決算の内容についてご説明致します｡



本日の説明会のAgendaです。
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2023年3月期第3四半期の連結業績です。

連結売上収益は2,068億円、対前年同期+112億円で+6％の増収となりました。

売上総利益は、引き続き付加価値重視のオペレーションに取組み、

売上高総利益率が22.5%と、対前年同期並みの水準を確保し、

増収効果とあわせ、対前年同期+26億円増益の466億円となりました。

販管費は、24億円増の244億円となりました。

結果、営業利益は対前年同期＋1億円の223億円で+1％の増益となりました。
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続いて、売上収益を、サービス・顧客業種別にご説明いたします。

業務ソリューションは、1,105億円で、+43億円の増収です。内訳は、

・産業・流通・サービスは、プラットフォーマー向けは引き続き堅調であるものの、

運輸系の大型案件の反動減等により、+18億円の増収にとどまりました。

・金融は、規制対応案件の反動減により、-19億円の減収となりました。

・公共公益他は官公庁向け基盤構築案件により、

+44億円の増収となりました。

サービスソリューションは、705億円で、+49億円の増収です。内訳は、

・ITインフラはクラウドソリューション等により+22億円、

・鉄鋼は、日本製鉄と日本製鉄グループ向けの増により+27億円の増収です。

日本製鉄向けの売上収益は、DX案件や、上期のITインフラ領域の増もあり、

424億円と＋19億円の増収となりました。
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連結営業利益の対前年同期の分析です。

営業利益は、前年同期の222億円から、+1億円増益の223億円となりました。

売上総利益は、

主として増収による効果、+26億円によるものです。

販管費は、営業力強化、R&D、採用・教育、社内基盤整備他により、24億円の増、

その他損益が－1億円の減となりました。
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続いて、受注高・受注残高を、サービス・顧客業種別にご説明いたします。

受注高は、2,178億円で、＋345億円の増です。内訳は、

・産業・流通・サービスは、＋7億円の増となりました。

プラットフォーマー向けは好調に推移しましたが、

製造業向けで、一部顧客のIT投資に慎重な姿勢が見られました。

・金融は、前年度のプロダクト及び規制対応案件の反動減はあるものの、

前年同期並みのー1億円となりました。

・公共公益他は、

官公庁向けの大型案件を中心に、 +234億円の増となりました。

・ITインフラは、クラウドソリューション等により、+21億円の増となりました。

・鉄鋼は、＋47億円の増です。

受注残高は、1,349億円で、＋246億円の増です。

内訳は、

・産業・流通・サービスは、 －1億円の減

・金融は、＋12億円の増

・公共公益他は、官公庁向け受注で+83億円の増

・ITインフラは、+73億円の増

・鉄鋼は、＋38億円の増です。



2023年3月期通期の業績見通しについては、変更ございません。
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今年度通期のサービス・顧客業種別の売上収益です。

見通しは変更しておりません。

第４四半期の売上収益は、832億円、対前年同期比+85億円の見通しです。

第4四半期期首受注残は（最下段）1,349億円となっております。

前年同期に対し＋246億円となりました。

第4四半期売上収益の約8割を、期首受注残から売り上げる見通しです。

これは、前年同期を上回る水準です。

また、官公庁向け大型案件については、

４Qに売上収益に計上する見込みの太宗を、足元の1月末までにすでに納品完了しており、

年度を通じて、当初予定通りの規模で、売上計上する見通しです。

引き続き、DXなどのITニーズを確実にとらえ、計画達成に向け全力で取り組んでまいります。
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